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第 1編はクロロジフルオロメタン (R 22) および関連化合物の過熱水蒸気熱分解法によるフッ素樹脂単
量体テ トラルオロエチレン (TFE), クロロトリフルオロエチレン (CTE), フッ化ビニリデン (VF2),
α,β,β-トリフルオロスチレン (TFS),および-キサフルオロプロペン (HFP)の合成に関する研究を5
章にまとめている｡










































































果,TFE とエチレンからフッ化ビニリデンおよび TFE とシクロオクタフルオロブタンから-キサフル
オロプロペンのそれぞれ有望な新合成法を見出した｡
(4) 内熱式水蒸気熱分解法をクPPメタン額に適用した結果,CH3cc,CH2CR2,CHCゼ3,cc-e4 のすべてに
つき従来統一的解釈の得られなかった初期反応の連鎖機構を解明し,いずれも炭素 ･塩素結合のラジカル
開裂の開始反応により塩素原子を主連鎖中心としカルベンまたはオレフィン生成を停止反応とする壁反応
が支配的であることを明らかにした｡
同様に,プロペンおよびプロパンの熱分解について初期反応の連鎖機構を実験的に検証した｡
(5) 含フッ素ケイ素樹脂単量体の合成に関して,-イドロクロロシランとクロロトリフルオロエチレンと
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のテロメリゼーションの研究を行い,四塩化炭素などの混合テロゲンの共存効果を見出し,これによって
目的とするフルオロビニルシラン体に相当するテロマーの合成収率を向上させた.
以上要するに,この論文はフッ素樹脂単量体フルオロオレフィン額の合成に関する気相高温熱分解法を
研究し,基本原料 R 22に対する過熱水蒸気による内熱式熱分解法の特異な効果を見出し単量体製造技術の
改善に貢献したのみならず,この水蒸気共存効果を反応機構論的によく解明し,さらにこの方法を各種の
原料との共熱分解に応用して各種の重要なフッ素樹脂単量体の新しい有利な合成法を開発するとともに一
般の熱分解反応の基礎研究にも適用してその連鎖反応機構を明らかにする新知見を加えたものであって,
学術上ならびに実際上寄与するところが少なくない｡
よって,本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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